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はじめに
　日本の国の近代産業の先駆けとなった絹
産業は、かつて日本の経済を大きく支えて
いた。幕末から明治維新を経て、西洋から
モダン文化が日本に流入し、花開いた時代
であった。群馬県の富岡製糸場が官営で明
治 5 年に創業し、ここから日本各地に絹産
業が広まった。
　絹は身近な素材として着物をはじめ、衣類
や布団類に使われ親しみがあった。合成繊
維が出回り、キモノの世界を残して、近年は
ほとんど着られなくなってしまった。絹は
他の素材には見られない光沢があり、着用
感は軽く、肌触りもよく、高級感や風合い
の良さは格段に優れている。美しさと風合
いの良さからくる絹の魅力は、他の繊維に
おきかえることはできない。まさに繊維の
女王である。この素晴らしい素材、群馬が
誇る世界の宝物としての絹を継承し、活用
することがファッションビジネス分野での
需要創造への提案と考えている。
Abstract:
The silk industry, which was among the leaders of modern industry in Japan, was formerly a mainstay 
of the Japanese economy. It flourished from the last days of the Edo period through the Meiji Restoration, 
an age when modern culture flowed into Japan from the West.　The Tomioka silk mill in Gunma was 
established in 1872 under government management, and the silk industry spread out from there to every 
part of Japan.
Silk was a familiar material, used for kimono and other kinds of clothes and bedding. When synthetic 
fibers came on the market, silk left the world of the kimono, and in recent years a silk kimono is almost 
never worn.  Silk has a luster which isn’t seen in other material; in lightness, feel, quality and the way the 
fabric breathes, it is a remarkably excellent material.  The charm of silk, which comes from its beauty and 
the way the fabric breathes, cannot be found in other fibers. It is really the queen of fibers. I would like to 
propose that this wonderful material, a world treasure of which Gunma can be proud, can be put to creative 
use in the fashion business field.
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１． 歴史的変化－日本の絹文化の歩み
　古代より絹は服飾に利用されて脈脈と受
け継がれ時代の変化の中で、生活材料とし
て、技術や芸術性が培われその素晴らしい
服飾文化を継承してきた。
　日本の養蚕の起源についての記録は、３
世紀に記された「魏志倭人伝」が最も古い
とされている。国家財政を維持するために、
大陸の政策をまね、庶民に租・庸・調の税
を課する律令体制を敷いたのである。この
大化の改新によって、米の現物納入（租）、
一定期間の労働奉仕（庸）、衣料品の現物
納付（調）、これは絹と麻であった。養蚕
が組織的に行われるようになったのはほぼ
このころと考えられている。この頃から 10
世紀にかけて、養蚕の黄金期で強制的に桑
を植え、蚕を育てたが絹の私有は許されず、
税として納めることを強要されていた。奈
良県の明日香村で発見された高松塚古墳の
壁画（図 1）は、８世紀に描かれた色鮮や
かな当時の上流階級の服装が示されてお
り、上衣の軽やかな曲線や裳の美しい流れ
は絹製であり、国産のモノであったことが
伺える。
　それ以前は、宮廷用のモノはほとんど大陸
から輸入されていたが、その当時から国産
が多くなってきた。平安時代に進むと日本
文化は新しい時代の幕開けとなり、国風化
が高まった。服装の面では、今まで中国一辺
倒だった宮廷の貴族たちも、日本風の創意を
重視するようになり、公式な服装として、
男子の束帯、女子の女房装束（十二単）が
定められ、模様に日本的な意匠が取り入れ
られるようになった（図 2）。
　こうして、日本の絹文化は貴族社会の中
から始まり、さらに上流階級では豊かなもの
となっていった。しかし、絹は庶民の生活
には無縁であった。平安末期から鎌倉時代
にかけて、絹産業は衰退し、武士が台頭した
時代も絹は無用とされた。
　その後、室町時代になるとそれまでの
反動で、おごり、ぜいたくな風潮が再現し
てきた。染織では、この頃より中国の南宋
時代のけさなどの古着が日本に輸入され、
これを切り裂いた小布が茶道における名物
裂として珍重された。
　博多織は、南宋の織の技術を取り入れた
図１　高松塚古墳壁画 1)
図２．女房装束 2)
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ものといわれている（図 3）。明の時代に
入ると生糸に撚りをかけた技法が完成し、
綸子、縮緬などの技法が中国から貿易港・
堺を通じて導入され、京都に伝えられた。
京縮緬、さらに岐阜・長浜、丹後縮緬と特
色のある絹織物が作られるようになった。
応仁の乱（1467 ～ 77 年）は、京都を焦土
と化し、伝統ある機織業は壊滅になったが、
各地に散った職人が戻って営業を始めたと
いわれている。西陣で団体を作り足利幕府
のもとで発展した。これが豪華けんらんの
西陣織の発生といわれる。この頃は長い
戦乱のため、衣服の様式は活動的な狩衣
（かりぎぬ）や直垂（ひたたれ）など、鎧
の下に着る便利なものとなり、女子は下着
だった小袖が活動的な上着として着用され
るようになった。天正 18 年（1590 年）天
下を統一した豊臣秀吉は南蛮渡来の新しい
技術の導入に力を入れ、中国からの技術と
合わせ体系化し、絹も衣料から財産的価値
のあるものとし、能装束などへと飛躍して
いった。
　江戸時代になると上流武士以外は、絹の
着用は厳禁された。しかし、一方で西陣な
どの機織業には手厚い保護を加え、絹小袖
や能装束などの金襴緞子、綸子は中国から
生糸を輸入して製作された。絹糸輸入のそ
の代償として、日本から大量の銅が海外に
流失した。生糸の輸入を減らすため、幕府
は全国的に養蚕を奨励し、各藩では桑を植
えた。そして各藩で下級武士救済のために
機織りを導入した。加賀の友禅、米沢織、
結城紬、仙台平が努力の結晶である。幕末
から明治にかけて、下田をはじめ各地の港
が門戸を開き始めると、日本の上質の絹は
諸外国の人気となった。そして、明治政府
の産業振興策として設立された官営の富岡
製糸場の絹の生産力は、飛躍的に向上した。
２．日本各地に広まった絹生産の向上と技術
　日本における近代産業の足掛かりとなっ
た群馬県の絹産業、富岡製糸場（図 4）は
明治の初め、日本の近代化を象徴する出来
事になった。富岡製糸場設立以前は、京都
を中心に上流階級のモノであったが、幕府
が江戸に移され庶民中心の政策が、近代に
なって関東の各地に新しい織物の中心地が
でき始めたことは、江戸に文化の中心が完
成され、そこでの需要がその発達を促した
といえる。日本各地に富岡製糸場で働いた
女工さんが中心になって絹生産の技術を
広めたといわれている。そしてその中で、
桐生を中心とした群馬の桐生の織り、染織
技術は群を抜いていた。
　1893 年（明治 26 年）アメリカ・シカゴ
で開催された、万国博覧会に日本から初め
て織物、染織、刺繍などの大作が出品され、
注目を浴びた美術染織品であった。この中に、
図 3．博多織
図 4．富岡製糸場
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桐生の森山芳平作の繻子地に一面四季の花
を織りだし、周縁に桜と紅葉を配した絢爛
たる大作「四季草花模様卓被」（図 5）は、
京都に匹敵する地方の織物技術であった。
京都の染織は歴史も古く、美術工芸的特徴
である。各地で織られた品目には、お召、
緞子、厚板、絽、各種縮緬などがある。近
世になって、関東各地に新しい織物の中心
地ができ始めたことは、江戸という文化の
中心が完成され、そこでの需要が発達を促
した。その中で群馬の染織は他を圧して大
きな発展を遂げた。織物としては、赤城・
榛名・妙義の山々、そこから流れ出る利根・
碓氷・渡良瀬の清流、そして西から東へ吹き
抜ける空風、これが群馬の織物のふるさと
である。明治に入ってから伊勢崎独特の
「銘仙」（図 6）は、丈夫で色、柄、技法も
斬新で非常な人気を博し、全国に知れ渡った。
絣技術も多岐にわたり高度化した。群馬の
東の端、桐生で織りだされた織物（図 7）は、
その後、森山芳平を中心に染色や織り技術
を改良し、絹布の表現はさらに発展した。
　桐生が飛躍的に発展したのは、高機の導
入である。桐生で織られた織物は、紗綾織、
飛紗綾、綸子、七子、縮緬、絽、龍文など
種類が増え、品質も向上し西陣と並ぶもの
となった。大正 2年には、交織帯が生産され
好評を博した。上質の絹織物ができたこと
は、大間々を中心とした地域の生糸が良質
であったことも重要なことである。江戸文
化の爛熟期で桐生の織物は大輪の花を咲か
せたのである。なかでも、模様紋織、金襴織、
紋ビロード、輪奈織など卓越した技術者、
斬新なデザインで織り技法を取り入れるな
ど桐生織の名声をより高めた。明治中期に
なると羽二重が桐生で織られ、その技術は
全国に広がり、日本から輸出される 8 割を
羽二重が占めるようになった。維新後の日
本経済発展に大きな力となり、西の西陣、
東の桐生といわれるように、桐生織物で盛
んになった。昭和になり紋様をあらわした
紋お召などが盛んに織られた。昭和 10 年
代には和装用の着物、帯や輸出織物も非常
な伸びをしめした。この織り機も戦争の激
化で鉄の搬出となり、減少、その後、時代
図 5．守山芳平作「四季草花模様卓被」3)
図 6．伊勢崎銘仙
図 7．桐生織
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の変化で織り業者や技術は多様化してい
る。我が国の絹産業は富岡製糸場から全国
各地に広がり、その土地の手法で様々な織・
染色に発展した。群馬の織物は、西上州で
生絹が生まれ、絣の技術は伊勢崎絣、中野
絣となり、紋織技術の桐生へと連なっている
（図 8）。また、生糸をたて・よこに織って
生絹、織物にデザインした絣、紋織物と素晴
らしい各種の織物が産出された。北関東で
は、桐生織、伊勢崎銘仙、足利銘仙、館林織、
結城紬、秩父銘仙など有数な産地が時代を
築いた。
　日本各地で作られた生糸は、染や織り技術
が独自の方法で改良され、発展したものが
数多い。繭から糸にする技術、糸から布に
する技術、布に染色する技術、布を染色し
たのち刺繍する技術、さらに金箔加工など
職人によって継承された技術である。日本の
織物技術で装飾、技術は、わざ＝職人技に
よってつくられている。着物生地の品質で
は糸、染め、織り、刺繍などのそれぞれの
技術は、巧みな日本人が各地の技に係わる
図 8．絣
図 9．龍村美術織物「天平狩猟文錦」
図 10．錦織
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習慣の中で発達し、継承している。これは
日本人が自然から学んだインスピレーション
を源として、アイディアを再生させ、次第に
色彩感覚や技法で表現が研ぎ澄まされて、
表現されるようになったのである。
３．わが国における工芸と装飾
　京都の錦織の伝統を、今日まで継承して
いる「龍村美術織物」の作品は、極細で多彩
な配色の絹糸に金糸で織り上げた豪華な織
物は圧倒させられ（図 9 ～ 10）、織物を芸
術に昇華させ、世界からも注目されている。
1873 年、初代が始めた明治末から織物にお
ける「温故知新」の考えから、織の技法に
創意工夫を凝らした独創の世界で織物を研
究し、現在も時代を超えた意匠製作を行
なっている。一方で、日本各地でつくられ
継承されてきた多くの文化的価値の高いもの
は人の「わざ」によって、つくり出されたモ
ノが数多く、地域性が見られる。染織技術
では、繊維や染料をつくる技術、反物を織
る技術や刺繍などの加飾技術、製作道具を
つくる技術、染織品の保持、修理する技術
など多くの「わざ」により表現され、大正、
昭和と時代の変化の中で、高級衣料素材と
して、絹は改良され製品化された。
　1900 年パリ万国博覧会において、多くの
日本文化が紹介されたが、その織物や美術品
はヨーロッパのものとは異なり影響を及ぼ
した。花・鳥・風月・自然を表現した帯や
着物は外国人からは驚くものであったに違
いない。日本から渡来した織物の紹介はその
後の日仏交流に発展した。美しい自然に恵
まれた日本で日本人の技によって表現された
装飾品は職人技でつくられたものである。
着物の染色は、京友禅や加賀友禅が代表的
で繊細な技法は芸術の域で感動する。日本
各地の職人技は減少傾向で、文化財として
守られているものもある。かつて昭和の戦前
に生産された着物にも息吹を与え、現在の
着装法で継承することも大切である。美し
い模様の着物に合わせた帯や小物類の独創
性は人それぞれであり、完成度の高いきも
の姿は美しい。人の動きや歩き方、風情あ
る趣でさらに進化する。和服文化における
芸術・装飾性は日本人の宝であり無尽蔵に
見いだされる。しかし、時代の変化で再認
識が求められ、今、再考の時である（図 11
～ 12）。
４．染織技術保護の取り組み
　昭和 25(1950) 年に制定された文化財保護
法のもと、その後も文化財に関係するもの
として、保護法の改訂を繰り返しながらも
図 11. 装飾性豊かな多色使いの友禅染 図 12. 朱色の絞り染めに金銀
糸刺繍の帯
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「重要民族資料」として関連資料の保護体制
が取られてきた。
　有形民族文化財に見られる染織技術関連
のものとして、表１に示す 11 件が各地域
にある。
　また表２には、無形民俗文化材に見られる
染色技術に関連するものとして 9 件にまと
めることができる。
　これらは、民族文化財として工芸技術分野
で保護されているモノである。現在、大麻
の栽培は限定されているが、群馬県の岩島
地域の麻は光沢があり貴重なものとして管理
栽培されている。栃木の麻とは品種が異なり、
光沢が違う。裁縫技術伝承で、士族の女子
教育のために製作された裁縫雛形など現存
するモノもある。
　こうした取り組みは、減少してきたわが国
の衣生活を支える物づくりで「わざ（技術）」
を高く評価し、文化財として評価されている。
　大正・昭和にかけて生産された日本各地の
絹製品には現在再現できないほどの巧みな
技法・芸術性の高いものが数多く作られた。
西の西陣、東の桐生といわれた織技術は近年
減少しつつあり、貴重な技術となっている。
織物は土地により、異なり、織物の歴史は
文化を表現しているといえる。この素晴ら
しい日本の絹製品の制作に関する装飾・技術
は他の国には存在しないものであり、文化的
背景をはじめ、日本独自の装飾表現として
未来のために、絹技術遺産として継承する
ことが求められている。
５．今日の生産・輸入・利用状況
　「シルクの価値創造に関する調査事業」と
して、独立行政法人「中小企業基盤整備機
構」は新たな展開について具体策を提言し
ている。
わが国の経済を支える基幹産業として発達
し、生産された生糸は、輸出で外貨獲得と
なり、わが国経済に大きく貢献した。しか
し、今日における生糸の生産量は最盛期の
４万５千トンであったものが年間 80 トン
と減少している。養蚕農家は 80 万戸から
1,100 戸と極めて小さい規模となっている。
全世界で約 10 万トン生糸が生産されてい
るが、日本が世界の中で１位のシルク消費
国であり、年間約 3 万トンを消費している。
その消費の 2/3が日本の伝統に基づく着物、
和装関係で、残り 1/3 が洋装、インテリア、
リビングなどのライフスタイル関係である。
高齢化で日本の絹織物生産は衰退し、生活の
洋風化で和服の需要は低下が厳しく市場に
追い打ちをかけている。絹織物の将来に対
して、イタリアのコモのように、高級素材を
有形民族文化財 （染織技術関連） 地域
1. 阿波栽培加工用具 徳島
2. 芸北の染織用具及び草木染めコレクション 広島
3. 荘川の養蚕用具 高山
4. 金沢の金箔制作用具 金沢
5. 久賀の諸織用具 山口
6. 越後縮の紡織用具及び関連資料 新潟
7. 周防大島東部の生産用具 山口
8. 渡辺学園裁縫雛形コレクション 東京
9. 伊達地方養蚕関係用具・白沢養蚕関係用具 福島
10. 前橋の養蚕・製糸用具及び関連資料 群馬
11. 野州麻の生産道具 栃木
表１　有形民族文化財に見る染織技術
無形民族文化財 地域
1. 阿波の太布紡織 徳島
2. 越後のしな布紡織 新潟
3. 出雲の藤布紡織 島根
4. 芭蕉布の紡織 鹿児島
5. 葛布の紡織 鹿児島
6. 越後・佐渡のいらくさ紡織 新潟
7. 知多木綿の紡織 愛知
8. 丹後の藤布紡織 京都
9. 松坂木綿の紡織 三重
表２　各地の無形民族文化財
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高級品として市場に供給すれば需要が拡大
するという専門家もいる。輸入品との競合、
そして他の素材との競合がある中で、絹織
物の特徴を生かした製品開発がこれからは
要求される。
６．変わる絹の課題
　絹は昔から、光沢のある軽い素材で、肌
に対してやさしく抜群の保温性や吸湿性、
発散性、かさ高性、抗菌性、などから多様
な機能性繊維素材として利用されてきた。
手術後の肌やアレルギーなどの皮膚接触に
は、優しさから快適であることが報告される
など、さらに医療現場では手術用縫合糸と
して利用されている。絹糸はもともと蚕が
はきだしたもので、成分はフィブロインと
いうタンパク質であり、人間の必要とする
タンパク質と同等で、18 種類のアミノ酸が
含まれている。絹の消費と開発で世界を
リードしてきた日本はさらに、絹産業の生き
残りをかけて創造し続けている。
　アパレル業界では家蚕（日本の白い繭）
での絹生産は限界があり、素材の見直しや
新素材開発が目立ってきた。20 世紀末から
絹をつくりだす野生昆虫に脚光が集まって
いる。我が国の山間部に生息している「天蚕：
テンサン」は、美しい緑の保護色をしていて、
糸は染まりにくいが織物にすると丈夫で光沢
があり「繊維のダイヤモンド」と言われて
いる。長野県の安曇野や群馬県中之条で試
験飼育されているが、価格は家蚕糸に比べ
大変高価で流通量は限定されている。日本
が大量に輸入している中国産の「サク蚕、
シンジュ蚕」インド産の「タサール蚕、ムガ
蚕、エリ蚕」などであり、カエデなど桑以
外の葉を食べて育つフウ蚕、クス蚕、ヨナ
クニ蚕など絹をつくる昆虫は地球に数多く
生息している。
　種類の多い絹糸（野蚕）は、異なった繭
の大きさ、形、色、生育の違いなどから、
それぞれ個性的で、風合い、機能、利用法
など画一的でない。新しい絹の魅力はそう
した個々の利点を活用した製品開発がされ
始めている。多様な機能性素材として繊維
以外の利用が化学の進歩によって、20 世紀
後半から、今までの絹織物だけにとらわれ
ないモノつくりが始まっているのである。
次第に暮らしに関わる問題が、遺伝子レベル
で研究されてきており、興味は無限大である。
近年、先端バイオ技術の開拓で、医学や薬学、
工学、農学、理学分野まで、グローバルな
規模で、さらに食品、医薬、微生物産業な
ど幅広い応用が進められている。アンチ・
エイジング効果や絹の再発見は、美容や生体
調整補助食品として話題が多くなっている。
アパレル素材では、UV ケア効果として紫外
線を吸収する商品開発は、皮膚細胞を活性
化させ、若さを保つのに優れている。皮膚
病の治療にも効果があるとされ、絹製品の
布・クリーム・パウダー、洗剤など、絹か
ら化粧品などの開発へと進んでいる。蚕が
はきだした糸に含まれるフィブロインを水
に溶解させ、パウダーやゼリー状にして化
粧品に都合のよい性質を備えている。シル
クの効用は紫外線を吸収することによっ
て、適度にカットしてくれる。優れた吸湿
性が肌の水分を一定の水準に保つ働きをす
るのである。粉末やクリーム化した成分が、
適度に肌に働き乾燥を防ぐために、シルク
パウダーは最適である。平成になってから
健康・自然志向への絹の需要は高まり、衣・
医・食・住への魅力を再確認することと、
絹つくりによって培った技と美しい表現
は、これからも継承していかなければなら
ない。
【まとめ】
　日本の自然から学び、表現された日本の
絹で作られた「着物」は、装飾技術として
世界に類を見ない。
絹の魅力－芸術・装飾性、健康・美容効果と変化する絹の課題と継承－
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　かつて仕事で出かけたフランス・リヨン
で、日本の群馬県から来たと言うと、絹で
「大変お世話になった」と言ってくれた。若い
筆者にはまだよくわからなかったが、世界
遺産登録で再認識させられた。現代の若者
は着物を着用しない。持たない。絹を知ら
ない。ハイテク素材の方が、洗濯など取り
扱いが楽で安価なことが敬遠される原因の
ようである。古代から上流階級の衣料として
使用され、祭礼を中心として日常まで愛用
されてきた絹には魅力が沢山ある。一面桑
畑だった群馬県の赤城山麓は、現在桑畑を
探すのに容易でない。絹の魅力を継承する
ためには、桑畑、養蚕の復活が必須である
が今日となっては不可能である。廃棄され
ていく「きもの」を再利用はもちろん、新
しい利用法を考えることも資源の再利用か
ら大切である。今シルクの多様な魅力を継
承しなければならない。筆者らは絹の素晴
らしい染織表現を後世に残すべく活動をし
てきた。
　時を同じにして、平成 26 年 6 月、日本の
近代産業の先駆けとなり、世界の絹産業の
基となった「富岡製糸場と絹遺産群」が世界
遺産登録された。これを機会に世界一の絹
消費国として、「用と美」両面からの絹の
今後を考える時にきている。さらなる地域の
ために創造し継承していきたいと考える。
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